


動物と私
高田 研

環境教育という

言葉がやたら伎わ

れるよ うになりま

した。能勢にある

笠中市の少年白然

の家で、タヌキ と

子供たちが遊ぷ取

りキ且みをやってい

る平ムにも、｛可かi舌

躍できる時代がや

ってき たのではないかと錯覚し、最近は私のタヌキ

と遊ぶプログラムも環境教育といういかめしい教育

の片隅に並べさせて裁いでおります。

では、私のタヌ キ遊びの話しを紹介しま しょう。

晩秋、道のまん中に務ちていたウンコを発見すると

ごろから始ま ります。

そのウン コをキャッキャ言いながら棒の先でいじ

くり まわしているうちに、 中にたく さんのおIiの積が

入っているのに気づきます。子供たちは近くで突が

木に残っている柿の木を披し出し、

「絶対この木や。」

と断定して、きれいな柿を 1つもいで食べでみます。

「げ一、こんなん食べられへんわり

実lま渋柿なんです。これはタヌキにも食べられな

いだろうと子供たちは忠うのですが、下に落ちてい

るはずの柿の実が一つもない。

「なんであれへんのやろ。」

この疑問が大切ですね。観察の鋭L、子は木に残っ

ている、 もう落ちでしま いそうな赤黒く 熱した村iに

烏がっついた跡を発見します。でも体感したあの淡

さは既成概念としてできあがっているわけですから、

こう考えます。

「き っと、鳥もっついたけど渋くてやめたんやり
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ここで私のまf湯です。このかい、はずの柿の実を食

べてしまうんです。

「渋くないの つ」

子供たちはマジシャンの私に鍛き尊敬するわけで

す。 みんなにも食べさせると、とても·i=j• いことをま日

ります。布Iiの木マジックですね。つまり利iの木は熱

して落ちそうになるまでは渋くて、完熟してし まう

と木の校で甘くなって下に落ちる。それをタヌキが

拾 って食べて持ち去り 、他の場所にウンコ（』巴料）

と一緒に務として来る。 すばら しく巧妙な タヌキと

柿のl刻係の榊図が子供たちにも見えでくるわけです。

遠 くの旦山に白をやる と、主主を落とした木々の中

にぽつんぽつんと実が赤〈残っている柿が兄え ます。

あの柿ももしかしたら タヌキのウンコから生えた

のかと思うと、なにか楽 しくなります。

環境教育と いうのは態度の育成まで伴う 必要があ

るとい うので、私たちもタヌキになら つでカキは種

まで食べ、みんなで森に出かけてウンコをする取り

組みを現花考えであ・り ます。

またタヌキの気持ちになるプログラムでは タヌキ

のけもの道（トトロの穴と呼ばれている）を夜中に

子供たち と4っぱいになって這回る遊びもなかなか

好評です。最初］いやだと泣いていた女の子が最後は

のめりこんでしまい、今度は宿舎にかえるのをいや

がったり、なかなか家では許してもらえない森の夜

遊びは新鮮なインパクトがあるようです。

豊中市立新田小6 右見嘉英

ふと上を見ると、すっごく星がいっぱいあってき

れいでした。もうさをじ岨う昼だらけでした。 タヌキ

の細い道 を抜け山した とき、 校や繋が1本にく っつ

き、つらかったです。みんなでねころんで昆を見ま

した。lまくは心がすっとして、ただlまーっ としてい

ました。本の背がお阪の奥に響きました。

（豊中市立第八中学校教諭）

己
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)) “ハワイガンのヒナ誕生” (( 

;; 昨年12H30 LI から産卵を始め 、 今年に入って抱~I~ を続 (( 

(( けていたハ ワイガンが、 2円6卜l、 4羽ふ化し ました。 )) 

)) ヒナの成育は順調で、 3Hに人ってか らは烏の梨凶 （パ ！ 
； － ドケージ）で親子で展ポを始めました。 '.'. 

（描版 .111下町二） (( 
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アメリカバクの貌子です。ポ～とした顔
が見る人の心をなごませてくれます。

春の暖かい日射しをあぴてみんなでビタ
ミンC一杯の青草をムシャムシャλ’

1 • 2月の動物園日記

1 I 24.鳥の楽園（ノfードケージ）の中の鳥の数を

調べました。

1 I 29 . ア ヒルを 1 羽f呆~i しました。
1 I 30.羽を怪我して飛べないユリカモメを 2羽保

iilしました。

2 I 1 動物園でも昨日から降り続いた雪が積もり

ました。ペンギンやヒグマのように寝んで

飛び回る動物もいれば、ライオンのように

寒くてぶるぶる震えている動物もいました。

2 I 4.雪のため餌用の腎草が手に入らなくなりま

した。動物たちには雪が浴けるまでちょっ
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動扮園グラフ
“The Family” 

春 が やって来ました。ベビー ラッシュのシ ー

ズンです。 今回は可愛いい動物の家族をカ メラ

ハンティングしてみました。

4 

（構成 ：111下賢二）

語手ミ~－－＇＂
おいしい「お写L」力強く
コックンノコ‘ックン〆

との間我1~ してもら ってます。
2 I 5.夜行性動物舎のインドオオ コウモリ が 1頭

生まれました。

新世界から美術館までの通絡が完成しまし

’・～。
2 I 6.ハワイガンが4羽自然ふ化しました。 翌日

寒さから保護するため育総会に移動させま

しfニ。
2 I 12. カイウサギ2頭がケガを し、入院しました。

2 I 14. カワウが巣作りを始めました。

アジアゴールデンキャッ 卜に虫下 しの薬を

注射しました。数日後の検査で、寄生虫が

完全にいなくな ったのを確認しました。
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去年に続いてふ化したハワイガンのヒナ
元気に 4羽が育っています。

ママ…お字Lちょうだい！！
まあまあこんなに大きいのに恥ずかしいよ ！

2 I 15. ニホン イシガメの上のまぶたがJliltれてきた

ので治療を始めました。

2 I 18. 第58回動物のお話とスライドの会で 「位以

ウォ yチング」を問（怪しました。

2 I 20. 1/29に保議したアヒルを長居植物閣の大池

に$.，烏しました。

2 I 21. 1/30に保議したユリカモメをバードケージ

に収脊しました。

愛級県とべ動物園の峨Wl7名が来固されま

した。

2 I 23.ヒツジが1頭生まれま した。今年に入って

6 ii1i Rです。

とべ動物園の第2陣17名が釆園されました。
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ブラックパックは群れて’行動します。
みんなどこへ行くのもいっしょです。

2 I 24.天王寺公｜議｜が袋いを新たにオープンし まし

” ～。
2 I 25.トカラヤギがl頭生まれました。未熟児で、

自分で母乳が飲めないので人工捕育を始め

ました。

2 I 26.バー ドケージで巣材 上げ作業を行いました。

2 I 28. アカカンガルーの血液更新のため、神戸市

立王子動物聞と交換しました。

ニホンイシカA メの阿σ）jii'JJflカ；・；台りました。

ピューマ 、ホ yキョクグマが交尾しました。

今から赤ちゃん誕生を楽しみにしています。
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保護入院動物の飼育管理あれこれ
1989年度も数多くの盟子生動物が当｜認の病院に収容

されて来ました。毎年附加傾向を示していることは

一般市民のみなさんに盟f生動物保護粕神が浸透しつ

つあることの 1つの初：といえるでしょう。その反面

ペッ トを飼っておられた方が動物を捨てられるケー

スもたまにあるということもfJl実としてあります。

その理由もいろいろあることと忠われますが怒しい

かぎりです。

それではこれより保殺されて来た動物を例に上げ

ながら、聖子生動物保殺ということを考えてみたいと

思います。

f日I]1として、 5月19日に保護されて来たヒナのフ

クロウ を取り上げて兄ます。このヒナのフクロウで

すが収容当時はま ったく与えた仰を口にしませんで

した。それで餌の昧をおぼえさせることから始めまし

た。餌を一口大に切り、円の中に差しこんでやるわ

けです。 このフクロウの場合は餌を自分で食べるの

に、それほど時聞はかかりませんでしたが、組類や

保護され、アジをさし餌されているオオミズナギドリ

個体によっては l週附近くかかる場合もあります。

そして次に自然復帰をH的としていましたので、自

分で餌を取れる械にと、マウスを餌としてやりまし

たがつめに引っかけて、もてあそぶばかりでした。

生きたマウスを与えたHキでもながめているばかりで

取ろうとはしませんでした。それに人間にもなれで

来たという こともあって、 7J=:l30日に展示飼育とい

テグスのからまったキジバ卜の足

う形をとりました。このフクロウにかぎらず、春か

ら夏にかけての繁品加l寺期になりますと、キジバト、

ヒヨドリといった鳥類や晴乳類のす、ちゃんが数多く

保護されて来ます。

仔リ 2 としまして、 8 月 8 日にf呆~~されて来たトピ

のことをご紹介します。

収容時あまり衰弱はしてなかったのですが、左上

腕骨を骨折していました。それで認を動かない様に

テーピングをしたわけですが、なにしろ!lff生の動物

なので、 「1I~Jかないように」と言つでも人間をこわ

がってあばれ回り、固定するのにけっこう時聞がか

かりました。そして10月7日自然復帰させる日が来ま

した。当日飛べるかどうか前日までにテス卜する こ

とが湯所などの関係で出来なかったので、少々不安

ではありましたが、大空高〈舞い上がって飛んで行

った時は、うれしさと、ほっとし た気持ち、それに

さびしさなどが入りまじ った心境でした。飛び方は

少身無格好ではありました。

このトピの幼合、仰をしっかり食べていたこと、

衰弱があまりなかったことや、刊ー祈向日分が比較的上

腕音flであったことなど早く直る嬰紫が重な ったこと

で自然復帰がかな ったと忠われます。 十i寸斤昔IIが骨端

吾IIである場合は うまく治らないことが多いようです。

今まで2点の例を上げてまいりましたが、この他

にも自然復帰出来た動物たちがいます。 しかしその

反面、力つき死んで行くものも数多くあります。そ

の中でも、収容時に衰弱がひどく手のほどこしよう

のないものも多くあります。衰弱の度合いが軽け

れば申主し当！lど生存率は上がると思います。その意日未
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でも市民のみなさんが里子生動物を保泌された時は出

来るだけ早く専門家に見ていただいた方がよいと思

います。

野生動物を保護し、自然復帰させて行くことはか

なりむずかしいことだと思いますが、人間ひとり I

人が怠j践を持ってやれば多くの動物たちが楽しくく

らし て行ける世界を広げられることでしょう。その

意味でも次に上げる例は、人間の手によって自分た

ちの生前を奪われた典型的な出来事であったように

思われます。

小さな鎚禽といわれるモモアカヒメハヤブサ雄雌

1羽ずつが、 6月9日に大阪空港税関てる｛呆議され収

存さ れて釆ま した。このモモアカヒメハヤブサとい

う鳥l立、ワシントン条約により海外に持 ち出す場合

は許可が必要であり、今回のヒメハヤブサは無許可

でありました。この烏はその後、世論の盛りあがり

と固と航空会社のご理解により 11月30日、生まれ放

郷のタイに帰って行きました。

モモアカヒメハヤブサは、こちらで与えた餌も良

く食べ、病気一つせず元気で‘したが、一つまちがえ

ワシントン条約違反で緊急保護されたモモアカヒメハヤブサ

ていれば死につながるわけで、そういう意味では死

と背中合わせだったことだと思います。

聖子生動物全般に言え ることですが、今まで住んで

いたところから急に環境がかわるとそれがス トレス

となり、衰弱したり、餌を食べなくなったり、ショ

y ク死したりする こと が多々あります。それに、ど

んな小さな生きものであっても、つかまれたりする

ことはいやがり 、J底抗するわけですので、 f呆諮され

る時！;J:十分気をつけなければなり ません。

もう一つ自然復帰出来た例を上げてみたいと忠い

ます。それは10月31日lこ｛泉3位され、11月9日［ニ白買収

復帰させたオオミズナギド リです。この烏は、アジが

おもな告l［なのですが、アジを鑑の中に置いでおくだ

けではまったく食べてくれません。そこでフクロウの

ところでも お話しした憾に口の中に餌を入れるわけ

ですが、この鳥は口の中だけですとはきだ して しま

います。口の中に仰を入れのどをこえ胃の中まで入れ

てやらなければなりません。これを1日2凪 ぐらい行

うわけですが、やりすぎるとストレスとなり衰弱しま

す。 また、自wを食べさせすぎると、 こんどは体重が重

くなり 、飛行のさしさわりとなります。体重計とに

らめっこしながら仰を食べさせ、体重が重くなりす

ぎないよう気を使いながら飼育していくわけです。

保護され人工育 ，、
量産中のスズメ

自然復帰のげ＇＊た ffi}J~勿たちは、厳しい生活環境で

生きて行かをくてはなりません。しかしながらその

厳 しい局所で強〈生きて行くためにはち ょっとでも

適応できるように、こちらが何かにつけて気を使っ

てやらなくてはなりません。

4つほど例を上げてまいりましたが、人間ひとり

］人の考え方、行動により野生動物が生きるか死ん

で行く かが決まるといつでよいと思います。市民のみ

なさんもi誌で里子生動物が、けがなどしているのを見

かけられた時は、面倒臭がらず保護してやってくだ

さし、。私もし っかり勉強し、 1つでも多く向然復帰

できるようがんばっていきます。市民のみなさんと

動物閣とがthJ，力しあいながら、自然を守って行こう

ではあり ませんか。

（飼育諜 ：阿国間之）
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野生動物たちはいま

梶浦敬
海こそないものの海抜ゼロメートルから 3千メー

トルの山々まで存在する岐阜県。日本のほぼ中央に

位鐙するばかりか、北方系の植物から南方系の植物

に育まれた様h な白然がわずかに残っている。その

郷土の動物を10年近く追い続けているが、言葉こそ

持たないが向かを話しかけようとしている動物逮の

県穴からB置を出すムササビの親子（加茂郡川辺町）

分しか残つでいなく 、対比のため現在の動物の骨格

を集めたことに始ま った。また勤務地が山々に恵ま

れた奥美濃であったことも幸いした。なぜならば珍

しい動物の発見の多くは、地元の高等学校の生物室

に持ち込まれたこともあって多くの動物との出会い

があった。また恵まれていた自然に何も感じなかっ

たのに、その土地を雌れて日本ラインで知られる美

濃加茂市にきて、奥奨滋が改めて動物の話題が豊富

であったことに気が付いた。そんな感慨にふけって

いたとき地元木曾川のほとりでアライグマの子供が

保護されたニュースを聞いた。もしや繁勉している

のではないか、繁殖していたならば広がってしま っ

でから広がりのルーツを採るのは容易ではない。そ

れがたとえ広がらなくてもと追いかけ始めてから調

査が本給化した。

里子生の動物は夜行住t：のものが多くなかなか近ず

けないのが税実。そこで自動カメラの試作を試みた。

センサーはお店の入り口のを改良したり、部品の注

文日数を入れて一月かかった。機械が出来ても『け

ものみち』がわからないなど、一つ一つの縦問の解

決はまた楽しみに変わって行った。けものみちを推

理し 自動カメラをセ y 卜して 2日目の夜、撮影出来

た最初の写真はなんとアライグマというラ ッキーな

なきごえ26(4).1990

面もあった。アライグマを一年中自動カメラで追っ

て、彼らの日本における生活を調べた。一つの動物

をすこしでも埋解し始めると不思議にも他の動物も

弘にはみえてきた。キツネは蛭ヶ里子と付知峡で、テ

ンは川辺町、イタチは岐阜市内の川岸を歩けばあえ

た。このように場所と時間も関係した。その後リス、

オコジョ、カモシカ、ニホ ンザル、タイワンリス、

ハクピシン、ツキノワグマ、タヌキ、ウサギ、ネズ

ミ、ヌートリア、アナグマ、モモンガ、ムササピ、

の般彬が出来た。そしていまも自動カメラを回収 し

フィルムの現像を見るその感動は故初の頃とかわ

りない。

こうして私と野生動物との付き合いの距離は近く

なった。時討をセ y トし、彼らが山から患に降りて

来る時間、李節等、彼らのみえなかった多くのこと

を知ってからである。写真だけでな く直接の出会い

が始まり、今では多くのフィ ルドができた。子供

のころから山によく出掛けて行ったのに、今思えば

一度も動物たちとの出会いがなかった。それがいま

出会を写真lこ収めて多くの人に感動を兄てもら うこ

とにし、卸lj物調査の初期の目的である教育への還元

巣穴から出て来たヌートリアの子供

という意味で、岐阜県高等学校の実験舎の表紙写真

にここ 5年間、ムササピ、キツネ、タヌキ、白いタ

ヌキ、ヌートリアの写真を掲載している。

岐阜県内の野生動物たちの調査をすすめている段

階であるが、アンケー トや猟師の聞 き取りでもけも

のたちの減少は都市部周辺に限らず山間音IIにも言え

る。キツ ネは草地が減少したことと告1rとなるネズミ、

ウサギがいなくなり皮脂病も流行したなどで減少が著

しL、。一方タヌキは人皇におりてきて人と仲良しに

なることもできたりして、その個体数をふやしてい

るものの、道路が山奥まで主主備されたわ・かげで自動

車にはねられるケースが後をたたな L、。カモシカは

奥山まで伐採された山に草が生え餌が豊富にな った
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から個体数がI曽加 した。いまでは正確な俵息調査が

なされないまま、特別天然記念物が地え過ぎたとい

うので今度は有害獣扱いを受けているという。なぜ

正確な陵怠調査をしないのかおかしな話である。植

林が奥山まで進んでムササピ、モモンガ、ヤマネ、

リスまでが減少しでいる。大木が伐採され、木の実

カずなくなっでイノ シシ、ツキノワグマのf主める士場所－

もほんの｛革か。ツキノワグマに至っては蜂蜜を使っ

た箱民での密猟が後をたたないので、すがたを消す

のもH寺聞の問題の運命にある。ニホンカワウソが岐

阜から姿を消してから40年ぐらい。いまツキノワグ

7 が、ニホンジカがこれにつづこうとしている。

そんな岐阜県の地にハクピシンが長野県から入り、

20年近くの間にほぼ全域に広がってしまった。御岳

の南の轟木曾での針葉樹林帯にも依息していてモミ

の実をたべていた。山間地では柿の実をたべにきた。

平野吉IIに進出しト ウモロコシや柿の実、 トマ トにも

被害がではじめた。 また、タイワンリスも一部に俵

息分布が認められる。アラ イグマは可児市を中心に

賊息し、昨年スイカを食い荒らすと いうことで捕獲

作戦がなされた。岐阜県だけでなくペットがいらな

くなって野外に放置することが後をたたず、ネコ、

イヌを含めぺ y 卜が盟子生化し里子生動物にたいして脅

威を与えている。多くの問題が岐阜県に発見出来、

‘ ・』 ・』・..~ .. ・E・
畑に出て来て過M：ニホンザルの子供達

里子外実験室だといつでも言い過ぎなし当。ここ10年の

聞には、南米穫の巨大鼠のヌートリアは西濃地方の

ほぼ平野音IIに彼息がひろがり、夏は稲に、冬はホウ

レンソウに：被害があるためすぐに有害獣駆除の対象

にな った。こうした帰化動物といえども俵息出来る

自然環境がまだ残されていたのかもしれない。

1iil師への聞き取りの中で事il師たちは、岐阜の山々

には縞体が奥山まで進んでいる、それはそれで必要

だと忠う。だが国有林や、 ll<i原林、国民の森と称す

る所ぐらい夏緑樹林の林を残す事が出来ないのか。

地球に生命が誕生して今日までの35億年の問、生物

が進化し多様化した過程を、今人間の手でいとも簡

単に一様性の締物に置き換えてしまうのはあまりに

も慾かな事ではないか。かなぎ（雑木）林 をもっと作

るべきではないか。これこそ国民の森だー・・ーという

提言をされたことに対して、 同感の思いをしている

昨今である。

ープ＇J~衷害、カモシカの食害と様々な話題が新聞紙

上をにぎわしている。 我々がどこかで間違ったこと

をした償いを求められているのかも。

一昨年の秋、岐阜県のほぼ中央部、 加茂郡内の神

社約 100ヵ所をまわりムササピの綾息調査をした。

その結果約半数の神社に俵息が確認された。この調

ムササピウオッチングに熱中する子供達

査ではムササピが予想より多くいたことより、大木

が残されて限息出来る環境が神社以外なくなってき

ていることは事権であると忠えてならなかった。その

神社には、明らかに移植した植物とそうでないもの

もあるが、何百年と経過した木々など残されて、岐

阜は木の固というのに原生林はどこかにあるのかな

ーと探さな くてはならなくなった。その意味で神

社だけはいつまでも残されよう としている。いわ

ゆる自然の博物館だとムササピはおしえてくれた。

さで動物園の役目はそれなりにいま目的をなして

いる といえるのだが、しか し多 くの野生動物とのか

かわりの中で学び得たものは、彼らに会うためには

ある法則性があり、生きるための知恵を教えてくれ

たし、動物園とは比較出来ないかも知れないがとに

かく美しいということであった。銭乳洞で発掘した

ニホンモグラヰ、ズミの化石は大陸と日本が陸地続き

であったころの動物であると教えてくれ、岐阜県内

のコモグラとコウベモグラの懐息境界線があった。

また野生動物はその土地その土地にあった植物の森

を未来に残さなければならないよと 、我々に語りか

けているようだ。

（由主阜県立加茂高等学校）
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獣医室から⑨
“ライオンの手術”

§ 異常の発見

当園には、ライオンが6頭います。うち 5頭は広

い放飼場に展示されています。オスが1頭で、残り

4頭がメスです。そのメスの 1頭‘・ハル”(13歳）の

左前足の前腕部内側にふくらみかE在認されたのは昨

年12月初めのことでした。 日を追うごとにそのふく

らみは大きくなり、ハルもその部分が気になるのか、

なめるようになり、突出部の一宮IIがはげ、皮下の組

織が露出しているのが観察されま した。化膿巣ある

いは腫窃かと思われますが、検査しないかぎり、正

確な判定は下せません。そごで、我々獣医達は、そ

の月の18日に、検査を兼ねた手術を実施することを

決定しました。

5 麻酔

ライオンを手術する場合、麻酔を、局所だけにや

ることは不可能ですから、全身的となります。今回

麻酔中のライオン（手術前）

は、 吹矢注射法を用いて、麻酔薬を注射することに

しました。体重も 150kg程はあるものと推定され、

それに見合う、麻酔薬の畳は、イエネコなどの50倍

はいることになります。家事で一般に使用されてい

る注射用麻酔薬では濃度が薄すぎ、多量を注入しな

ければならなくなりますから、その薬も梓製の濃い

ものを使っています。薬剤は、寝駿ケタミンと塩酸

キシラジンという 2種の併用で行い、総長4.2meを

注射しました。残念ながら麻酔効果がやや不十分で、、

械にはな った ものの、 15分経過しでも深い麻酔に入

らないため、追加注射を実施しました。25分後、鑑

外より鉄線でつつき、麻酔でぐっすり眠っているの

を確認後、艦内に入り、まず全身の診察をはじめま

した、特に忠告日を見るため左体側が下になるように

ライオンの体勢をかえました。が、この時、ライオ

ンが自分の尾を少しふったために私の頭に命中しま

した。中主くあたったと いえども、その衝撃に、あら

なきごλ26(4).1990

ためでラ イオ ンの尾の硬さにあ、どろきました0

5 摘出

その後、前足の法、部が、うみのたまったII農場なの

かそれともガンのような臆場なのか否かを見るため、

簡単な検査を行いました。判定は目重傷で、そのまま

手術し、摘出することにしました。忠告別支持寄の毛を

そったあと消毒を十分行い、電気メスを用いですぐ

に切開に入りました。脆場周囲の血管はたいへん多

く、出血を止める操作は難行を板めました。特に、

動脈系の血管を切 ったときは、血液が噴水のよ う

に飛び出るので大変です。このような場合は、糸で

結び出血を止めるし かあり ません。 約50分後にその

腫蕩を全て摘出するこ とができました。そして、た

るんだ皮l蓄を整形し、少し太めのワイヤ←を用いて

皮腐をぬい、閉 じました。普通、皮腐をぬうのは絹

糸を用いますが、ラ イオンを含むネコ科の動物では、

すぐなめ とられてしまうので、ワ イヤーを使ってい

ます。手術開始後80分経過し、全処置を終了しまし

た。

§ 病理診断と治療

手術後、病理学的検査を実施 したところ、 摘出し

た腫痕は悪性ではな く、良性の脂肪股と判明し、我

々はほっとしました。

手術後18日を経過し、ワイヤーを取り除きました。

この部分がまだ少し気になるのか、なめることをや

めようとせず、もう 少 しでy台ると ころ、なかなか怠

部が泊りきりませんでした。 しかし、 2月の末には

それもほとんど分からない位になりました。まだ、

左前足は消毒液など、治療の跡形を残していますが、

。6 7 8 9 ~ 11 12 

・圃且~·・1~－二I＝量·－温Eニ圃園
摘出された腫蕩

に見せてもらいたいものです。

元気は

すっか

りもと

に戻り

ました。

これ

からも

長生き

して、

入園者

の方々

に、百

猷の王

たる威

厳さを

十二分

（飼育課：森本委利）
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動 物園ニュース

まれているのカ可作3忍されま

した。夜ri"i'H9J物会オープ

ン（昭和60年 lJ=J）以来、

2 度目の.· ~.産で、繁殖した

ほ鋭は1liil!'Jとは別の個体で

す。 j二fl七は税在！順調に育つ

ハワイガン親子。20日齢。 慮 して、バー ド

ケージ “烏の楽園” とは別機の育成舎で両親と とも

に隔雌飼育することにしました。

ハワイ yゲンは、かつてはハワイ諸島に25,000羽以

上生息していましたが、食用などの乱獲で1953年に

は里子生で33羽、飼育下で35羽と激減し、絶滅寸断jに

まで追い込まれましたが、その後の保諮活動により

その数も噌加、野生へも人工下で繁殖したものが戻

されています。 日本では現在10ヵiiJfの動物園で飼育

されています。ヒナたちも 3月には、ノご ドケージ

内にお目見えする予定です。

§ タンチョウの子別れ

昨年 6月5目、同 7日にふ化した 2羽のタンチョ

ウも成長 し大きさは親とほぼ同型と なりました。 3

J=J に入社、子別れの y 一 係主Jて「寸F1~p －~ 

曜聾掴ズンが到来します。 この時

期、今まで両親から厚い愛

情 をうけてきたヒナたちは、

まるで手のひらを返すよう

に親から攻撃をうけること

になります。自然界と主主り

限られた面積のケージ内で

は、両親のなわばりから飛

び去る ことはできません。

与~ E圃B． 

！！~~~ t .. 
そこで肉親からの攻撃を未両親と別れたタンチョウの
然に｜抗ぐため、入手によっ ヒナたち。

現在の飼育動物数
（平成2年 21~28日現花）

um手LJ;fi 13Fl 105干亜 471.¥'I. 

n 皇自 20目 188'1.fi 723.'.':i. 
間 虫類 HI 33{il) 80点

.g. 36目 326干EJ .274点

♀きごえ26(4).1990

てf兄子を分けているのです。ヒナたちは2月22日、コ

ウノト リ舎から Yル舎へ移動し、展示しています。

なお、成熟するのは 3放です。

§ 天王寺動植物公園オープン

天王寺公園の r'J.'fef1；前は、 lltltll63年12月より行われ

てきましたが、 2月24LI、オーフ。ンセ レモニーカ＂11,'£
大にi作ーされたあと、一般問｜童｜の運びとなりました。

入国料はおとな150円、16歳未満および65歳以上の方

は無料とな ってしミます 。美術館、動物園へ入場 され

る力は、それぞれ差額を50円、250円支払つでいただ

きますとAtJ；＼でFきます。

天王寺公園の入場門は、 JR天王寺駅前と美術館

下に新築され、 公園内には、 映像館をH十設した植物

温室、；J＜の広場、パラのアーチほか、従来の公園に

はなかった新施設が数多く 建設されています。

動物園f!!llでは、
_.,,;;,"""1!i"'l 

新世界ゲ 卜が、 ' <,,,,..,,..., 

もと中央門付近 • .A.L －－ 而nu~
に新設され、レ 峰 百信官再開 ll HfH!Y, 

クチヤールーム

のデッキ音II分と

そのケ’ー 卜を車占

ぶ陸橋が新設さ ー
れ、入園者の皆 新しくできた新世界ゲートと橋

様が地下道を通ることなく 南北の図 を自由に行き来

できる ようにな りま した。

なお八幡のよは一般通路となります。また、動物

園、 公園各々の事務所は一体化し、天王寺動植物公

園事務所と名称を変更しました。

§ シュパシコウのための巣材上げ

シュパシコウのための
巣材上If

⑨ お知らせ

毎年恒例の巣材上げが、

~ 2月26日朝、バー ドケージ

議 “烏の楽園”内で行われまし

た。楽園内に設置さ れてい

己る大小の桜木10基には、そ

？れそれ2個の巣皿が取付け

られていま すが、その上に

入手によって巣の材料とな

る柳の小枝を入れてやる も

のです。相IIの小枝は小型ト

ラック l台分で、大阪市内

の公園で勢定 したものです。

動物のお話とスラ イ ドの会

4月15日（日） フクロウのお3古
5月20日（日） 動物昔話

6月17日（日） オオカミのお言舌

H寺問： 午後 1u寺～ 2時

.t~詩所： ニlt国レクチヤールーム

＊休園田のお知らせ＊

動物閣の休出11~ は毎週H凶日 （休日のI場合は翌日）で

す。

llH国H主HJ!は午前911寺30分から午後 511寺までで、午後4

Hキまで人l,;'llできます。
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愛ある暮し、応援します； オートフォーカスカメラに
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お求めはぱくの酬で。 会ひかりのくに株式会社 柑／〒543＊阪市天王寺区上本町・2ft吋 ー1151代表

入国の記怠に・・・
天王寺動物園の本
オールカラー

500円

圏内売店にあります。

1人1回
100円

(1才まで無料）

。．団体割引

11 (30人以ま）
－…・ 1副ヲ｜

久竹娯楽株式会社
TEL (06)541-3938（代）

コアラテυホン力ード‘（限定販売）
~~出 ¥ 800 (50庭用

好評発ヲロ叩．貸出品目／ビデオ「動物園へ行こう」
＠巻・20分 （10本常備）

．対 象／保育園、幼稚園、小学校の先生

・貸出期間／10日間

．貸出料／無料（但し、郵送料450円は必要〉

．申込先／当協会まで、電話かハガキで
お申し込み下さい。

大阪市天王寺動物園協会
干543／大阪市天王寺区茶臼山町6-74ft(06)771-0201 



動物ぬいくるみは
子供のゆかいなお友達

動物圏内での

お食事、ご休憩は

町九
叫
ゆ

川l各種ぬいぐるみ企画・製造・卸川”

有限会社 :;s：~ラ:Jfi
~547 大阪市平野区西脇4丁目 5番22号

TEL : (06) 704-8 5 8 0 

FAX: (06) 704-8 5 6 5 

大阪市天王寺動物園内

中央売店

天王寺動物園内

有限会社古川商
本社神戸市中央区中山手通3丁目11番4号 電話（078)221-8195間
飼育場兵庫県小野市来住 町 15 1 3番地

間園売店
大阪市天王寺区茶臼山町6ー74
電話（06) 7 7 1 -7 1 1 0番

たのししい動物のお話ミは、
ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞグ

圏内でのお写真は・・－

動物園協会指定写真部ヘご用命下さい／／

圏内、主要動物舎
30数カ所にあります

関西特機株式会社

電話 06-762-2333

1回 20円

カラー写真キャビネ1枚 500円
tin局長無料にでキャビネl枚をサービスさせて裁きます。

撮影予約も受付しておりますのでご連絡下さい。

。随H寺係員が待機して

おりますのでご説明

にfPJいました隠れま、

よろしくお願い致し

ます。

国際航空写真株式会社

T E L 06-856-7444 



唯ちゃんも、 傘
とってもゼリーも、

ますます成長しました。

乙~毛色、ー

%阿保

浅香唯 kむ月1モ吋＼.－"l＇ちf<-", ι今主司とIfイ〉

WE SUPPORT WILDLIFE I 
天王て.~＇ !Jl}J物国ttt,会のグ己店lこ、

J袋動物ぬい（＇＇るみコ 一ナ一Hカf新設されました。

このf.H、ぐるみの売上け守の一部は羽円九TFJ

（世界野生生物基金日本委員会）！こ寄fサさ

れますユすばらしい町’生 動物を私たちの手で
、

大切 に守 りましよう。

お申込み、お間合わせは

社団法人 大阪市天王寺動物園協会
（天王寺動物圏内}TEL(日6)77ト即日l

株式会社 ファミリア商事部
Tεし（日78)32卜0345

・お電話でのお申込みは動物園協会まで。

なお、郵送の場合は実費者E負担していただきます。

• WWFCWORLD WILDLIFE FUND)とは？
世界野生生物基金。世界中の危機に瀕している動物たちと、その

自然環境を保護するための線開です。
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